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l - 3 - 9. ドウガネェンマムシ亜科 Sapr ininae
世界に34 属約600種,  日本からは4 属14 種1
亜種 (他に2 不明種がある) が知られる. 括円形で
体長約2.0-10.0ミリ. 腐肉や に集まるものが多

- ' - - - - ' '

、 、. 図 l ルリェ ンマ ムシ- - -ーマルマメェンマムシ属 .

_ _ SaPnntls Spte;ndenS (pAYKULL)2(1)    目り頭講をもっ.

い. 生息環境は多様で, 内陸の
森林や河原,  また海浜や砂漢な
どの乾燥した環境にも多くの種
がすむ. 前胸腹板に触角を納め
る溝を縦にもつ (概説VI: 図
3). 前胸腹板葉 (Presternal
lobe) は欠く . 本亜科には, 前
背, 翅が平滑で光沢が強くル
リ色などに輝く美しい種も含ま
れるが, 一般に組めの点刻を表
面に貝.えたものが多い. その点
刻は通常, 頂上部 (前 背 ・
翅基部中央, 小桶板付近) から
消失する傾向をもつ. また,  し
ばしば小幅板後方に一対の無点
刻部分 「鏡部」 (3epKaJIb1ula, in
KRYZHANOVSKIJ and REICHA-
RDT, l976) をもつ. 拍翅会合条
と第5 背条の間は広く離れる.
属までの検索
1121  前亜 は く_ - - - -

3(4)  学 x翅表面は無点刻
くなり, 平面部をもたない

I SSN 0910- 8785

一

-

フ March 1998

COLEOPTERISTS' NEWS
日本産エンマムシ上科概説 VIII注1

- ドウガネェンマムシ亜科一

大 原 昌 宏

横破をもつ. 前頭港の前方部分は強く刻印され直線
になる ハマベエンマムシ属

7(6)  前頭表面には弱い点刻か破を具える;  明瞭な
横溝は欠く. 前頭1経の前方部分は弱く刻印され, た

いていは弧状. 時折, 途切れる.

前胸腹板突起は著しく狭 る (図 3A)

- - - ヒメハマベエンマムシ属
8(5)  前 腹板突起は両側前方
にノ穴はない. 体長4.6-8.6 mm.
- - - - -ールリェンマムシ属
マルマメ ェンマムシ属

Gnathoncus JAcQULIEN-DU-
vAL, l 858
本亜科では, 唯一前頭講を欠
くことで他属と区別できる.  世
界に22 種,   日本からは3 種が
知られる. 一見オオマメエンマ
ムシDendrophi lusに似るが,
前胸腹面の構造が異なる (腹板
葉を欠く ). 獣 , 死体から採集
されるほか, 鳥の巣内や倉庫な
どの屋内からも採集される.  オ
オマメエ ンマムシやクロチ ビエ

ンマムシと同様に貯殺害虫の天
敵として記録される (HINTON,
1945).
1(2)  尾節の点刻は丸い.  前
腹板突起前方に深い陥没を具え
- - ーオオマルマメエンマムシ

ソヤハマペエンマムシ属

4(3) 翅後方は点刻される.  前胸腹板突起は幅広
く, 平面部をもつ.
5(8)  前胸腹板突起は, 両側前方 l /3 に小さな穴を
もつ. 体長2.0-4.0 mm.
6(7)  前頭表面には1, 2 本の横講, または不規則な

2(1 )  尾節の点刻は横長の楕円.  前 腹板突起に陥
没はない.
3(4)  前脛節の外歯間は深くえぐられる. 翅会合
溝は基部1/4 にある. 雄交尾器第10背板の後緑部
は裁断状 マルマメエ ンマムシ

4(3)  前 節の外歯間はわずかにえぐられるのみ.
翅会合薄は基部1/6 にある. 雄交尾器第10背板

1t1 M. 0HARA, Taxonomjc note on the superfamily Histeroidea of Japan, VIii
-  1  -
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図2 マルマメエンマムシ属. A, D: オオマルマメ ェ

ンマムシ, B, E: マルマメェンマムシ, C, F: ニ
セマルマメエンマムシ. A-C : 前 背と左観翅,
背面.  D-F: 左前 節, 背面 (0HARA, l994 よ
り ).

の後縁部は二又状. - - - ニセマルマメェンマムシ
オオマルマメ ェンマムシ (図2A, D, 3A, 4A, D,
G)
Gnathoncus nannetensis (MARsEuL, 1862)
図説H: 222; 0HARA, 1994:215 [再記載, c,'''交尾
器] .
体長 (前 背前角から尾節先端まで; mm) 雄

2.33-3.43, 雌 2.77-3.48, 幅雄 1.72-2.47, 雌2.13-
2.50. 他の2 種に比べて大型で, 前 腹板突起の陥
没をもっことで容易に区別される (図3A). 死体や
獣葉から採集されるほか, 鳥の巣材や,  ツバメの果
の下にたまった葉からも採集されている. 分布: 北
海道, 本州, 四国, 九州.  l日北区ほぼ全域.
マルマメ ェンマムシ (図2B, E, 3B, 4B, E, H)
Gnathoncus rotundatus (KUGELANN, l 792)

G;nathoncus nanus: 図説N: 68; 図説H: 222. - -
- -Gnatho;nous rotundatus: 0HARA, 1994: 220 [再
記載, 交尾器] .
体長1.91-2.45, 幅1.42-1.76. 次種との区別は,
検索形質の一つである交尾器の形態差が確実である
(図4B, H). 前種同様, 死体, 装のほか, 鳥や獣の巣
内から採集されている. 分布: 北海道, 本州. 全北
区ほぼ全域. 台湾. 南アフリカ.  チリ_
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ニセマルマメ ェンマムシ (図2C, F, 3C, 4C, F, I)
Gnathoncus commun is (MARsEuL, 1862)

OHARA, l994: 223 [再記載, c,
1''交尾器].

体長2.21-2.57, 幅1.47-1.89. 前種との区別には
交尾器による確認が必要で (図4C, I), 外部の観察
だけでは同定は困難. 従来の前種の記録には本種が
混じっている可能性がある. 前種同様, 死体, 装の
ほか, 鳥や獣の巣内から採集されているが, 国内か
らの生態記録はない. 分布: 本州, 九州. 樺 . 北
アメ リ カ .  ヨーロッパ.  コーカサス. 中央アジア.
エジプト. オーストラリア.
ドウガネェンマムシ属

Saprinus ERIcHsoN, l855
世界に約 l50種, 日本からは4 種が知られる (こ
のほかにS. pecutnusの記録が鹿児島からあるが疑
問). 日本では他属に比べ大型種であるため, 亜科内
での区別は容易 (海外ではハマベエンマムシ属ほど
の小型種も多い). 前 腹板突起の側面に一対の穴
を持たない. 雄は中脛節内側に長毛を具える (交尾
の際に雌の側部をなでるのに用いられる). 獣葉, 死
体に普通に見られる.
l (4) 翅の第1 と第4 背条の間は, 組く点刻され
る.
2(3)  尾節は全体に点刻され,  縦中央の無点刻の帯
は欠く. 中胸腹板は組く点刻される. - - - - - -

コルリ ェ ンマムシ

3(2)  尾節は全体に点刻されるが,  縦中央に無点刻
の帯がある. 中央腹板に組点刻はない. - - - - -

ll

2 -

図3 マルマメエ ンマムシ属. A : オオマルマメ ェン

マムシ, B:  マルマメ ェンマムシ,  C:  ーセマル

マメエンマムシ.  前胸・ 中胸・ 後 腹板, 腹面
(0HARA,1994 より).
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図4 マルマメ ェンマムシ属. A, D, G: オオマルマメ

エンマムシ, B, E, H: マルマメエンマムシ, C,
F, I: ニセマルマメェンマムシ. A-C: 第9, 10
背板, 背面. D-F: 第8背板と腹板, 背面. G-I:
第8腹板, 腹面 (0HARA, 1994 より ).

ルリ ェンマムシ

4(1)  拍翅の第1 と第4 背条の間の基半部は, 平
滑, あるいは軽く点刻されるにすぎない.
5(6)  拍翅第3 背条は短く, 通常第2,4 背条の半分
の長さしかない. - - - - - - ドウガネェンマムシ
6(5)  . 翅第3 背条はほぼ第 2, 4 背条と同じ長さ.

ニセ ドウガネェ ンマムシ

コルリ ェンマムシ (図5A, B)
Sap rmus (Saprmus) cl,aneus auricoltis MAR-
scUL l 855
図説H:223;0HARA,1994:226 [再記載, 交尾
器] .
体長4.95, 幡3.24. 前胸背は紫がかった緑色, 粕
翅は緑色の金属光沢を呈する. 小型なこと, 点刻と
背条の形質状態から他種と区別できる. 分布: 小笠
原諸島. フィリピン. ニューギニア. パリ. ブル島.
火山列島.
ニセドウガネェンマムシ (図5E, F, 6A, B, C)
Sapriaus (Saprinus) niponicus DAHLGREN, l962
図説H: 223; 0HARA, 1994:229 [再記載, o''交尾
器] .
体長雄4.05-5.71, 雌4.52-6.66, 幅雄3.00-4.24,
雌 3.38-4.71. 背面は茶色の光沢を呈する.  次種に
きわめてよく似る.  2 種は同所的におり,  同定には
細心の注意が必要である. 交尾器による同定が確実
(図6). 動物の腐肉, 人装, 犬装によく集まる. 分
布: 北海適, 本州, 四国, 九州. 韓国. 沿海州.
ドウガネェンマムシ (図 5G, 6D, E, F)
Saprinus (Sapr inus) p taniusculus MoTsCHULSKY,
l 849
Sapnnus cusp1,datus: 図説N: 67 - - - - - - -

Sapnnus ptamusculus: 図説H:223;0HARA,1994:
- 3
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232 [再記載, 交尾器].
体長雄3.95-5.66, 雌4.09-6.33, 幅雄 3.14-4.19,
雌 3.28-4.57. DAHLGREN(1962) が再検討するまで
は, 前種と本種は「ドウガネェンマムシ」 として混
同されていた. 前種とは 「粕翅第 3 背条が短い」 こ
とで区別できるが, 変異もあり, 不確実な場合は交
尾器による確認が必要である (図6). 動物の腐肉,
人装, 大英によく集まる. 分布: 北海道, 本州, 四
国, 九州. I日北区北部.  ヨーロッパ. 中国. 韓国.
カナリ一諸島.  アリソ'ナ諸島. 北アフリカ. 小アジ
ア . ベトナム ? .
ルリェンマムシ (図 l , 5C, D)
Saprinus (Saprinus) sptendens (PAYKULL, l 811)
図説N:67; 図説H:224;0HARA, l994:236 [再記
載, 交尾器].
体長雄5.50-6.85, 雌6.14-7.66, 幅雄 3.36-4.76,
雌 4.33-5.24.  ルリ色をした普通種のためなじみ深
い . その色から,  日本産の他種と間連うことはない
であろう. 望月 (1985) などに生活史が報告されて
いる. 分布: 北海道, 本州, 四国, 九州, 南西諸島.
韓国.  アフリカ熱帯部.  アラビア. カシ ミー ル.  ア

フガニスタン. 東洋区.  オーストラリア.
ヒメハマペエンマムシ属
Hgpocacculus BICKHARDT, 1916
アフリカから日本にかけて, 5 亜属114 種が知ら
れる: To:1cometopon亜属 (2 種, 南アフリカ), Co1-
peuus亜属 (6 種, 南西アフリカ, エジプト, 中央ア
ジア, インド), Hyp,ocacculus亜属 (14 種, アフリ

・
1 - - ,

図5 ドウガネェンマムシ属. A. B:  コルリェンマム

シ,  C, D:  ルリェンマムシ,  E, F:  ニセドウガネ
エ ンマム シ, G:   ドウガネェンマムシ.  A, C, E,
G: 前胸背と左 翅. B, D, F: 尾節 (0HARA.
1994 より ).
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図6 A, B, C: ニセドウカ'ネェンマムシ, D, E, F:
ドウガネェンマムシ. A, D: 第8背板, 腹板, 背
面. B. E: 同, 側面. C. F: 第8腹板先端, 腹面
(0HARA, 1994 より ).

カ, 中央アジア), Nessus亜属 (90種, アフリカ,
マダガスカル, 南ヨーロッパ, 中央アジア, インド,
日本), Nannolepidius亜属 (1 種, 南アフリカ). 国
内にはNessus亜属 1 種が知られる.  ハマベエンマ
ムシ属に比べ小型で, 前頭に「明瞭な横講」 ではな
く , 細かい破を貝.えることで区別できる.  しかし,
これら2 属はきわめて近縁なもので, 統合も検討す
べきであろ う.
ヒメハマベェンマムシ (図 7)
Hgpocacculus(.1Vessus) asticus (LEWIS, l911)

Hypocaccus asticus: 図説N:67; 図説H:223. - -
- - - -Hypocaccutus asticus: 0HARA,1994:240.
体長2.16-2.39, 幅1.60-1.80. 小型で, 前頭に細
かい破をもつ (図 7C). 翅の点刻はHypocaccus
属の種に比べ1陳で細かい. 海浜植物の根際から採集
される. 分布: 本州, 四国, 九州. 韓国.
ハマペエンマムシ属
Hgpocaccus THOMSON, l 867
世界に2 亜属 63 種が知られる :  ニセハマベエン
マムシ亜属Hypocaccus (51 種, 全世界), ハマベエ
ンマムシ亜属Baeckmanniotus (l2 種, オース ト ラ
リア区を除く全世界).  日本からは5 種1 亜種が知
られる ( このほかに不明種a加oがある). 海浜性だ
が, 一部の種は内陸の河原の砂地にも生息する.
1(2)  前胸背は平滑で,  側部が弱く点刻されるにす
ぎない (図 12A). 中 腹板後縁部 (中 - 後胸縫合

線) は波線とならない. -ーハマベエンマムシ亜属

2(1 )  前胸背は粗く点刻される
点刻を具えた波線となる

ハマ ベエ ンマ ム シ

中 腹板後縁部は
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3(4)  尾節は無点刻の部分をもつ.  その無点刻部分
は, 時折組い点刻列で二分される (図 ICE). - -

ア ラ メ ハ マ ベ エ ン マ ム シ

4(3)  尾節は全体に点刻され,  その点刻は先端に向
かって細かくなる.
5(6)  前頭は組い で密に覆われる (図 lOB). 中胸
腹板縁条は中央で途切れる (図9B). - - - - - -

ヤマハマベエンマムシ

6(5)  前頭に1, 2 本の横薄がある. 中 腹板縁条は
完全.
7(10)  拍翅基半部は平滑.
8(9) 翅会合条は緑条とつながる

ニ セハ マ ベエ ン マ ム シ

9(8)  拍翅会合条は緑条と結合しない. (再検討を要
する ; 種の記述参照). ー ア カ ンハ マ ペエ ン マム シ

10(7)  拍翅半基部も組く点刻される. - - - - -
カラカネハマベエ ンマムシ

アラメハマペエンマムシ (図8A, 9A, IOA, E)
Hupocaccus (Hgpocaccus) axeli KRYzHANOVSKu,
l 976
図説H:224; 0HARA,1994:245 [再記載, 交尾

器] .
体長3.68, 幅2.76. 他種に比べやや大型で, 粕翅
は小幅板後方の鏡部を除き組く密に点刻される. 尾
節の中央に一対の無点刻部がある. 珍しい種で, 山
地の河原から採集されている. 分布: 北海道, 本州.
沿海州.
力ラカネハマペエンマムシ (図8D, 9D, IOD)
Hupocaccus(Hln)ocaccus) leu1isu(SCHMIDT,1890)
図説H:224;0HARA,1994:248 [再記載, (?''交尾
器] .
体長2.26-3.17, 幅1.67-2.39. 背面は組く密に点
刻を具え, 前 背中央と拍翅鏡部のみ無点刻に残さ
れる. 海浜の腐肉に集まる.  日本では北方に多く,
日本海側では九州まで分布が延びる. 分布: 北海道,

,選,i事1・ -
Bi f

図7 ヒメハマベエンマムシ.  A: 前 背と輸翅,  背
面.  B: 前 ・ 中 ・後胸腹板,  腹面.  C: 頭部
(0HARA, 1994 より).ニセハマベエ ンマムシ亜属

-  A



C0LEOPTERISTS NEWS

図8 ハマペエンマムシ属. A : アラメハマペエンマ

ムシ,  B: ヤマハマベエンマムシ, C: ニセハマ

ペエンマムシ,  D:  カラカネハマペエンマムシ.
前胸背と精翅, 背面 (0HARA,1994).

本州, 九州. 樺太. 中千島. 沿海州. 韓国.
ニセハマペエンマムシ (図8C, 9C, IOC)
Hgpocaccus(Ht,pocaccus) sinae (MARsEUL, l862)
図説N: 67; 図説H:223; 0HARA,1994: 250 [再記
載, 交尾器].
体長2.39-3.34, 幅1.86-2.45. ハマベエンマムシ
とよく似るが, 中胸腹板後縁部が点刻を具えた波状
であることから区別できる. 同亜属他種とは拍翅前
方に点刻をもたないことから区別できる. ハ マ ペ エ

ンマムシと本種は同所的にいるため, 慎重な同定が
必要である. 三角台紙で腹面を覆うと同定に手間が
かかるため, 側面に台紙を張り付けるとよい. 海浜
の腐肉から採集される.  まれに内陸の河原からも採
集される. 分布: 北海道, 本州, 四国, 九州. 大陸
中国.  ウスリー. 樺太.  アフガニスタン. 東洋区.
オーストラリア. 韓国.
ヤマハマベエンマムシ (図 8B, 9B, lOB)
Hllpocaccus (Hupocaccus) subaenus (SCHMIDT,
l 890)
図説H: 223; 0HARA,1994: 252 [再記載, c,1''交尾
器] .
他種よりわずかに小型で凸型になる. 背面は密に
点刻され, 特に前 背は組点刻を密に具える. 中胸
腹板にも点刻を具える. 中 腹板縁条前縁は途中で

- 5
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図9 ハマベエンマムシ属. A: アラメハマペエンマ
ム シ, B : ヤマハマベエ ンマム シ, C: ニセハマ

ペエンマムシ, D: カ ラカ ネハマペエ ンマ ムシ.
前能i ・ 中 ・ 後胸腹板, 腹面 (0HARA, 1994).

C し

無,,,議;'' ・ｨ.報?義.◆事: 報事,・''
・

:
:講:'

E
'i n_..:.基

図10 ハマペエンマムシ属. A, E: アラメハマペエ
ンマ ムシ, B: ヤマハマペエンマムシ,  C: ニセ

ハマベエンマムシ,  D:  カラカネハマペエンマム
シ. A-D: 前頭. E: 尾節 (0HARA,1994).

途切れる. 河原の砂地から採集される. 地理的な分
化があるようで, 特に本州のものは再検討が必要で
ある. 分布: 北海道, 本州. 韓国.
アカンハマベエンマムシ (図 l l )
HI,pocaccusOHlgpocaccus) akanensis M. 0HARA,
l 994
OHARA, 1994: 255 [再記載, 交尾器] .
交尾器の形質が特徴的であるため, やや庫耗した
雄一個体で記載したが, その後より状態のよい雌一
個体が採集されたので, 近く再記載をする予定であ
る. 分布: 北海道.
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図 l l ァ カ ンハマ ペエ ンマ ム シ. A: 前 背と左軸
翅, 背面. B: 頭部. C: 前胸・ 中胸・ 後 腹板,
腹面 (0HARA,1994 より).

ハマベエンマムシ (図 l 2)
Hupocaccus (Baeckmanniotus) uarians t'arians
(SCHMIDT, l 890)
図説H: 223; 0HARA, 1994:258 [再記載, 交尾

器] .
体長 2.45-4.19, 幅 1.90-3.20. サイズ, 表面の点
刻状態に変異があり, 時に同定の難しい個体があ
る. 前 背の点刻はほとんどなく光沢が強い. 中胸
腹板後縁部に点刻はなく波状にもならない (まれに
点刻を具える個体がいる). 尾節は先端2/3 が無点
刻となることが多い. 本属中では最も普通種で, 海
浜の動物性腐敗物から採集される. 分布: 北海道,
本州, 四国, 九州. 中国. 台湾. 樺太.  ベトナム.
フ ィ リ ピン.  スリ ランカ .  ソロモン. オース ト ラ リ
ア.
オガサワラハマペエンマムシ
Hui)ocaceus (Baeckmanniotus) t'arians ha tsune
(NAKANE, l 977)
図説H: 224; 0HARA, 1994: 262.
章鈬ﾀが茶色になる.  雄交尾器は原亜種との差は見
い出せない. 分布: 小笠原.

A
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図 l 2 ハマペエンマムシ. A: 前胸背と左税翅, 背
面. B: 前 ・ 中胸・ 後 腹板, 腹面. C: 頭部.
D: 尾節 (0HARA,1994 より).

このほかに沿海州と中国に亜種H. (B) υarians
contmentalis (RElcHARDT, 1941) がいる.
概説 V, VIIの訂正 (甲虫=ユース l l 8, 120号)
v: p. l. 左段13 行目. 「別亜属Euathotus」を「亜属
Athotus,  もたないものを亜属 Euathotus」 に.  VII:
5. 左8. 「ヨフシツブェンマシ族」の「ツブ」を取る.
参考文献 (Iで挙げたものは*を付け略した)

DAHLGREN, G. (1962). Uber einige SaPnm‘S-A「ten (COI.
Histeridae). ()pusc. Ent.. 32:213-224.

HINTON, H. E., 1945. The Hister idae associated w i th

stored products. Buff. Ent. Res., 35 (4):309-340.
*久松定成 (HlsAMATsu, S) (l985). [図説H]
*KRYzHANovsKIJ, 0. L. & REICHARDT. A. N. ( l976).
望月 進(MocHIzuKl, S) (1985). ルリェンマムシの生態に
関する研究. 1. 季節消長と腐肉トラップへの飛来消長.
日本応用動物昆虫学会'11, 29(1 ): 21-25.

*中根猛彦 (NAKANE. T) (1963). [図説N]
*0HARA, M. (1994).

(北海適大学民‘虫体系学講座)

0石垣島における トゲァシヒメソゥムシの記録
トゲァシヒメ ゾゥムシMamlabans armiPesは,
イギリス人」屋虫研究家George LEWISが1860年代
の終わりから70年代の初頭にかけての5 年間に収
集した採集品の中から, RoELoFs(1875) がBaris属
の新種として記載した種で,  最近になって,  MoRl-
MoTo & YosHIHARA (1996) は本種をその形態的特
徴によ 'り Bans属から Mamlabarts属に移した. 目
本産 虫総目録 (平l幅他, 1989) によれば, その分布
は九州および沖縄本島となっており, それ以外の地
域からの記録はないようである. 者は l 997 年の

春に石垣島を訪れた際, 本種を採集しているので報
告する.

2 頭, 沖縄県石垣島バンナ公園,  l ~7. IV. 1997,
'

華者採集.

本稿を草するにあたり,  岡山市在住の吉原一美氏
に種々 ご教示いただいた.  末 ながら記して感謝申
し上げる.

参考文献

RoELoFs. w.,1875. Curculionides recuei1lis au japon par
M. G. LEWIS. Troisieme et dern iere partie. Ann. Soc.
Ent. Betg., l8: 149- 193, pls. 1-3.

MoRIMoT0. K.. & K. YosHIHARA, 1996. On the Gene「a Of
the Oriental Baridinae(Coleoptera, Curculionidae).
Esakia. (36): 1-59.

平iai義宏監修, 1989. 日本産昆虫総目録. 九州大学昆虫学教
室・ 日本野生生物研究センター.

(東京農大,  吉武 啓)

- 6 -
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分 布

琉球列島の水生甲虫類, m*
佐 藤 正 孝

琉球列島における水生甲虫類の分布の様相を表 l
~4 に示した.  それらから概観できることは,  ヒメ
ドロムシ科を除いては, ほとんどの種が琉球列島に
広く分布し,  さらに九州を経て北海道までも分布を
拡げていることである.  しかし, ゲンゴロウ科, ガ
ムシ科の一部には分布が琉球列島内の特定の群島に
限定されている種が認められる.  これらの分布に関
しては, それぞれの種の示す生態によって特徴づけ
られているようである. すなわち,  ヒメドロムシ科
やゲンゴロゥ科とガムシ科の一部など分布が限定さ

No. l 21 ( Mar. l 998)

れている種は (SAT0, 1965, 1968, 1972; NAKANE,
l982), 清流域に生息していることで, あまり灯火
にも飛来しない一群である. 他の大多数の種は, ど
ちらかといえば, 止水域に生息しており, よく灯火
に飛来する習性がある.  このようにそれぞれの種の
主生息域の特性が分布形成に大きく関与したよう
で, 船による人々 の往来が激しくなるにつれて, 灯
火による分布拡大が現在の琉球列島の水生甲虫類の
分布状況を形成したといってもよい. それは, 比較
的近年, 後氷期以降というよりはここ数10年でさ
え十分であったといえよう (佐藤, 1991).

表1.  琉球列島におけるミズスマシ科,  コガシラミズムシ科,  コツプゲンゴロウ科の種の分布

種 名

北
海

道

本  四 九 対

州  国 州  馬

台

湾

与
那
国
島

西

表
島

石

垣
島

宮

占
島

大

東

島

沖
組
本
島

徳
之

島

奄
美
大
島

ト

カ

ラ

屋

久
島

種

子
島

HALIPLIDAE コカ' シラミズムシ科
P,ettodytesコガシラミズムシ属

smensis (HOPE,1845) シナコガシラミズムシ
Haliplus ヒメコガシラミズムシ属

kotoshoms KANO et KAMIYA, 1931
コウトウコガシラミズムシ

G YRINIDA E ミズスマシ科
Dineutusオオミズスマシ属

australis (FABRlcIus, 1775)
ッ マキ レオオ ミ ズスマ シ

mei in' RtGIMBART, 1882
オキナワオオミズスマシ

onentalis (MoDEER, 1776) オオミズスマシ
Gyn'nusミズスマシ属

ryukyuensis M. SAT0, 1971
リ ュウキュウヒメ ミズスマシ

C)rectochitus オナカ' ミズスマシ属

yayeyamensis M. SAT0, l971
ヤェヤマコオナカ' ミズスマシ

NOTERIDAE コツプゲンゴロウ科
Nleohydrocoptus チビコツプゲンゴロウ属

subυi ttutus (MoTscHULsKY, l859)
チビコツプゲンゴロウ

Canthydrusツヤコツプゲンゴロウ属
n itiduius SHARP, 1882
ッヤコツプゲンゴロウ

Noten‘s コツプゲンゴロウ属
japomcus SHARP,1873 コツプゲンゴロウ

十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 -十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十

十 十

十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

* M. SAT0, Aquatic Coleoptera of the Ryukyu Archipelago, Iii
-  7  -
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表2.  琉球列島におけるゲンゴロウ科の種の分布
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種 名

北

海
適

本 四 九 対

州 国 州 馬

屋

久

島

種

子

島

ト

カ

ラ

台

湾

与
那
国
島

西

表
島

石

垣

島

宮

,[

一

島

大

東

島

沖
細
本
島

徳

之

島

奄
美
大
島

DYTISCIDAE ゲンゴロウ科

Nipponhydrusキポシケシゲンゴロウ属
bimactdatus (M. SAT0, l972)
フタキポシケシケ' ンゴロウ

Micfodytesチピケシゲンゴロウ属
uenoi M. SAT0, l972
ウェノチビケシゲンゴロウ

Hyphydrus ケシゲンゴロウ属
japomct‘s SHARP, 1873 ケシゲンゴロウ
laetnυentns SHARP, l882
ヒメケシゲンゴロウ

1yratus SWARTZ, l808
タイワンケシゲンゴロウ

ptdcheuus CLARK, 1863 コケシゲンゴロウ
Hydroυatusマルケシゲンゴロウ属

acumt'natus MoTscHULsKY, l859
コマルケシゲンゴロウ
benυoutoin SHARP. 1882
オオマルケシゲンゴロウ
semmar1'us MoTscHuLsKY, 1859
アマミマルケシゲンゴロウ

pumilus SHARP, 1882
チビマルケシケ' ンゴロウ

subah's SHARP, 1882 マルケシゲンゴロウ
Leiodytesマルチビゲンゴロウ属

onssaensis (VAzlRANI, 1968)
サビモンマルチビゲンゴロウ

L iodessusチャイロチビゲンゴロウ属
megacephatus (GscHwENDTNER,1931)
チャイロチビゲンゴロウ

Hydroglyphusチビゲンゴロウ属
mconstans (R色GIMBART, 1892)
チャマダラチビゲンゴロウ

japomcus(SHARP, 1873) チビゲンゴロウ
ki funei (NAKANE, 1987)
キオビチビゲンゴロウ

L imbodessus ナガチビゲンゴロウ属
compactus (CLARK, l862) ナガチビゲンゴロウ

Herophydrus タマケシゲンゴロウ属
rufus (CLARK,1863) タマケシゲンゴロウ

accop加'iusツプゲンゴロウ属
chinensis BoHEMAN, 1858
ウスチャツプゲンゴロウ

diJficilis SHARP, 1873 ツブゲンゴロウ
flor,osus AuBt, 1838
サザナミップゲンゴロウ

kobensis SHARP,1873 コウベツプゲンゴロウ
pu!lean'us SHARP, 1882
ミナミップゲンゴロウ

sharpi R tGIMBART, 1889
シャー プップゲンゴロウ

Copetatusセスジゲンゴロウ属
andamamcus R tGIMBART, 1899
リ ュウキュウセス ジゲンゴロウ

十十十

十

十十

十

十

十 十

十 十 十

十 十

十 十 十

十

十 十 十

十 十

十 十

十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十

十 十 十

十 十

十

十

十 十 十 十

十 十

十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十

十 十

十 十

十 十 十 十

十 十 十 十 十

十

十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十

十十

十

十

十 十

十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十

十

十 十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十
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minutiSStmuS BALFOUR-BROWNE, 1939
チビセスジゲンゴロウ

tench「0suS RtGIMBART, 1880
タイ ワンセ スジゲンコ'ロウ

Zimme「manm GSCHWENDTNER, lg34
チンメルマンセスジゲンゴロウ

Pialynectes ヒラタマメゲンゴロウ属
chujoi M. SAT0, 1982
ア トホシヒラ タマメゲンゴロウ

Agabus マメゲンゴロウ属
faPonicus SHARP, 1873 マメケ' ンコ'ロウ
oPtatt‘s SHARP, 1884 クロマメゲンゴロウ

Rhantus ヒメケ' ンゴロウ属

sutura iis (MAcLEAY, 1825) ヒメゲンゴロウ

Eretesハイイロゲンゴロウ属
stic ticus (LINN t, 1767) ハイイロゲンゴロウ

Hydaticusシマゲンゴロウ属
00ωnngt CLARK. 1864 シマゲンゴロウ
paci f cus AuB色, 1838
オオイチモンジシマゲンゴロウ

rhantoides SHARP, 1882
ウスイロシマゲンゴロウ

satoi WEwALKA, 1975 スジゲンゴロウ

υ1ttatus (FABRlcIUs, 1775)
オキナワスジゲンゴロウ

Rhanlaticus マダラケ' ンゴロウ属
cotiges tus (KLuG, l832) マダラゲンゴロウ

CyOismrゲンコ' ロウ属
1imbatus (FABRIcIUs, 1775)
フチ ト リゲンゴロウ

sug iuat t‘s ERIcHsoN, 1834
ト ビイ ロゲンコ'ロウ
npunCfa加s Onenia iiS GScHwENDTNER, 1931
コガタノ ゲンゴロウ

υent fa its SHARP, 1882
ヒ メ フチ ト リケ'ンゴロウ

十

十

十

十

十 十 十 十

十 十 十

十 十 十 十 十 十

No. l21 (Mar. l998)

十

十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 -l 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十

十

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十

十

十 十 十 十 十

十 十

十 十 十 十

十 十

十 十

十 十 十 十

十

十

十

十 十 十 十 十

十

十 十 十 十

十 十

十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

表3.  琉球列屬におけるダルマガムシ科, ホソガムシ科, ガムシ科の種の分布

種 名

北
海

適

本 四 九 対

州 国 州 馬

台

湾

与
那
国
島

西
表
島

石

垣
島

宮

占
島

大

東
島

沖
細
本
屬

徳

之
島

奄
美
大
島

ト

カ

ラ

屋
久

島

種

子

島

HYDRAENI DAE ダルマガムシ科

Hydraenaダルマガムシ属
mtyatakei M. SAT0, 1959
ミヤタケダルマガムシ

u mnebius ミジンダルマガムシ属
nakanei JAcH e t MATsUI, l 994
オキナ ワ ミ ジンダルマガムシ

taiωanensis JAcH, 1993
タイワンミジンダルマガムシ

HYDROCHIDAEホソガムシ科
Hydrochus ホソガムシ属

faPomcus SHARP, 1873 ヤマ トホソガムシ
HYDROPHYLI DAE ガムシ科
Paracymusチビマルガムシ属

eυanescens SHARp. 1890チビマルガムシ

十 十 十 十 十

十 十

十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十
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十

十

十

十

十

十十

十

十

十

十 十

十

十

十

十 十

十 十 十 十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十 十

十 十

十

十

十

十

十

十

十

十

十 十

十

十

十

十

十

十十十

十

十

十 十 十 十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
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十
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十

十
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十

十

十

十
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十
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表4. 球列島におけるヒメ ドロムシ科,  ドロムシ科の種の分布

No. 121 (Mar. 1998)

種 名

北

海

道

本 四 九 対

州 国 州 馬

台

湾

与
那
国
島

西

表
島

石

垣
島

宮

古
島

沖
細
本
島

徳
之

島

奄
美
大
島

ト

カ

ラ

屋

久

島

種

子

島

ELMIDAE ヒメ ドロムシ科
Nomuraelmts ノムラヒメ ドロムシ属

amamiensis M. SAT0, 1964 ノムラヒメ ドロムシ
( ) rdobreoi a ミソ' ドロムシ属

amamiensis amamtensis (NoMuRA, 1957)
アマ ミ ミ、/ ドロムシ

amamiensis okinaωana NoMuRA, 1959
オキナワミノ' ドロムシ

Ste71elmis アシナガミソ' ドロムシ属
ari'fai M. SAT0, 1965
ヨナ グニア シナ ガ ミ ' / ド ロム シ

加samats M M. SAT0, 1960
アカハラア シナ ガミ、/ ドロム シ

is加hafm' M. SAT0, 1965
ヤェヤマアシナガミ、/ ドロムシ

Groutle11inusナガアシドロムシ属
suboPacus NoMuRA, 1962 マルナガアシドロムシ

Za ilzena ツヤドロムシ属
ar i tai M. SAT0, 1963 アリタツヤドロムシ

e1ongata NoMuRA, 1962 ナガッヤドロムシ

yaeyamana M. SAT0, 1963 ヤェヤマツヤドロムシ
Urumae lmis ウェノ ッヤドロムシ属

t‘e'lei tokarana(M. SAT0,1963)
ト カ ラ ッヤ ド ロムシ

uenoi uenoi (NoMURA, 1961)
ウェ ノ ツヤ ド ロムシ

DRYOPIDAE ドロムシ科

Elmomorphusムナビロツヤドロムシ属
bret'loomis amatmensis NoMURA, 1959
リ ュウキュウムナ ビロツヤ ドロム シ

+
十

十 十 十

十 十

十 十 十

十 十

十 十 十

十

1 十 十
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ト.野俊一 ・佐藤正事・ 森本 桂,  1973. 翅目.  日本淡水

生物学 (上野益三 修),  610-635. 北隆館,  東京.
上野俊一 ・ 黒沢良彦・ 佐藤正萃編,  l985. 原色日本甲,Ia図
鑑 (II), viii +514 pp. 保育社, 大販.

WATANABE, N.,1987. The Japanese species of He1ochares
(Crephe1ocha,es) (Col.. Hydrophili dae), wi th descrip-
tion of a new species from Honshu. Aquatic Insects,
9: 1 1- 15.

[追記]   原稿作成後,  幾つかの報告が見られる.
なかでも追加種の含まれている一つを追記しておき
たい.

NILSSON, A. N., 1996. A de fini ti on an d revis ion of the
Agabus optatus-group (Coleoptera, Dytiscidae); and ex-
ample o f Pacific intercontinental disJ'unc tion. Ento:m
basi t., l9: 621-651.
Agabus nakanei NILSSON, Hokkaido, Honshu, Kyushu,
Toka ra Is.
= 0ptatuS: KAMIYA, l938, NAKANE, 1959, SAT0, 1985,
MOR「& KITAYAMA, 1993.
この研究の一 部は,  河川環境管理財団河川整備基
金助成および名古屋女子大学特別研究助成を受けた
ものである.

(名古屋女子大学)
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0クサアリモ ドキの果より得られたハネカクシ2 種
筆者は, Lasiusspathepusクサアリモドキの果の
周辺に見られる甲虫類を採集した際, 非常に記録の
少ないハネカクシ2 種を得ることができた.  これら
について, 採集時の状況等を踏まえて報告する.
クサアリモドキはコナラ等の根元に大きな果を形

成している事が多く, 筆者が観察しているものもコ
ナラの根元を囲む巨大な果である. 周囲には無数の
アリと共に好蟻性のェンマムシ,  アリッ'カムシ, ハ
ネカクシ等が多く徘徊している.  これらの甲虫類の
なかに, 以下に示す 2 種が見られた.
1.  Quedius (Microsaurus) hirticorms SHARPツノ
ヒゲッヤムネハネカクシ (図 l ) 1 1♀, 27. Vm.
1997, 埼玉県嵐山町塩山 (大字鎌形), 者採集, 渡

辺泰明保管.
2. Phitetaenus clegαns SHARPオオズハイイロハ
ネカクシ (図2) 2頭, 21. VI. 1996; 1 頭, 4. VII.
1996; 2 頭, 2. Vm. 1996; 10頭, 27. VIII. l997; 2
頭, 5. IX. 1997;4頭, 11. IX. 1997, 同所, 者採
集, 岸本年郎及び率者保管.
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ツノ ヒゲッヤムネハネカクシは, SHARPによっ
て,  本州のMitzusawaから採集された1 ♀に基づ
き l889 年に命名・ 記載され,  今まで数頭の採集例
があるのみの大変稀な種である. その動きは非常に
俊敏で, 果の入L]付近に這ってくるのが2 度観察さ
れた.  これまで, 本種の好蟻性を示唆するような観
察例は無いようであるが, 本種が今まで見つかりに
くいのも, 蟻の果付近にて見られると言う特異な生
態によるものなのであろうか. 今後こうした採集を
行うことで,  さらに記録が増えるであろう.
オオズハイイロハネカクシは, L ftdiginosus ク
ロクサァリの果や行列の周辺においてf得られる事が
すでに知られているが, やはり稀な種であり,  クサ
ァリモドキの巣の周辺より得られたのは初めてのよ
うである.  この果の周辺においては多数の個体を確
認している. 徘徊時は腹部を反らしており, 動き自
体もそれほど早くないので, ちょっと見ると大きめ
のァリに見える. 実際, 普段歩いている分にはァリ
からの攻撃は少ないようである. 本種とクサアリモ
ドキを飼育ヶースに入れ観察したところ, アリとは
ち合わせした時に腹部を強く曲げて, アリが腹部に
触れるという行動が繰り返し見られた (図3). 何ら
かの分泌物を出しているのであろうか. 詳細は不明
である.
末 ながら, いろいろと御教示頂き, 発表を購め
て下さった東京農業大学の渡辺泰明教授, 東京都町
田市の柴田泰利氏, 東京農業大学大学院の岸本年郎
氏に, またァリを同定の際,  クサアリ類について御
教示頂いた埼玉県寄居町の南部敏明氏に厚く 御礼申
し上げる.

参考文献
平野幸彦, l982. サビハネカクシ, キンバエの一 を捕食
する. 神奈川111報, (67): 23.

柴出泰利・ 渡辺 崇, 1997. ハネカクシ科. 月沢大山自然

環境総合調査報告書, 月沢山地動械物目録: l96-205.
神奈川県環境部.

(埼玉県嵐山町, 豊田浩=)
0サツマナガェンマムシを樹皮下で採集
者は l996 年9 月14 日から21 日まで奄美大

島で樹皮下に生息するァリッ'カムシを採集していた
際, サッ マナ ガェ ン マ ム シ Ebti st'a satzumae
(LEWIS, l899) が得られたので報告しておきたい.

2頭, 鹿児島県奄美大島名瀬市金作原, 17. IX.
1996, 筆者採集.
本種の同定をしていただいた北海適大学 虫体系

学講座の大原昌宏博士に謝意を表する.  また, 奄美
大島で採集に協力していただいた鹿児島市の小野田
繁氏に対して心から御礼申し上げる.

参考文献

0HARA, M..1994. A revision of the superfamily Histero-
idea of Japan [Coleoptera]. Ins. matsum. :n.s.. (51):
283 pp.. 166 figs., 42 tabs.

大原昌宏,  1996. 日本産エンマムシ1-.科概説m, 甲虫
ニ ュ ー ス, (115): 6. (石川県金沢市,  中田勝之 )
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C0LEOPTERISTS' NEWS

0ホソキマルハナノミの神奈川県における記録
ホ ソキマルハナノ 、 E1odes elegans YosHIToMI
は本州, 四国, 九州のおもに太平洋岸の地域から知
られ, 関東地方では千集県での l 例のみの記録があ
る (YosHIToMI, 1997).
者は最近, 関東地方2 記録日になる神奈川県で

採集された本種の標本を調査することができたの
で, 報告する.

1 。''', 神奈川県伊勢原市薬師林適~ 日向山 (Ya-
kushi-rindo ~Mt. Hinata, Isehara-shi, Kanagawa
Pref), 16. V. l996, 高橋直樹採集.
本種の幼虫期は未解明であるが, 本属の幼虫は流
水中に生息しているので, 渓流沿いの植物のビー
ティングなどの採集法により, 今後他の場所からも
記録が追加されることが期待される.
末'率:ながら貴重な標本を提供して下さった九州大
学昆虫学教室の高橋直樹氏と神奈川県での記録の有
無を教えて下さった小田原市の平野幸彦氏にお礼申
し上げる.

引用文献

YosHIToMl, H., l 997. A revision of the Japanese Species
of the genera E:lodes and Sacodes (Coleoptera, Scirt-
idae). E:1ytra. Tokyo 25: 349-417.

( (株) 環境指標生物, 吉富博之)
0ヒメデパヒラタムシを福島県桧枝岐村で採集
平野 (1994, 1995) は,  従来1 種だと考えられて
いたデバヒラタムシProstomts iatons REITTERに2
種が混在していることを指摘し, 頭部腹面の角状突
起 (jugular processes) の先端が二又状となる種が
1atonsであり, 単純に尖る種がヒメデバヒラタムシ
p mordax REITTERであるとの見解を発表した. 平
野(1994) には両種の分布図が示されており,
morda:lc の方が北に偏った分布をしていることがわ
かるが, 東北地方においては宮城県に1atorisのプ
ロットがあるだけで, mordaxの記録はないことに
なっている. 者は, 手もとにある本科の標本を見
直したところ, 福島l目桧枝岐村で採集した個体が
:mordaxであることに気づいたので, 記録しておき
たい.

l 頭, 福島県桧枝岐村本村 (見通橋右岸の製材
所), 3. VI. 1984. 者採集 ・ 保管.
採集地点の製材所は, 現在では木工品販売店に変
わっているが,  当時は純然たる山村の製材所で, 広
葉樹の太い材が集積されていた. 上記の個体はその
材上から採集されたものである. なお, 同定は上記
角状突起の先端形状によって行った.

参考文献

平野幸彦, 1994. 日本のデバヒラタムシは何種か. 神奈川虫
報, (107): 13-19.
- , 1995. デバヒラタムシの補造. 神奈川虫報,
(111): 21-23.

(埼]、県浦和市, 芳賀 馨)
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0本州におけるウスオビコキノ コムシの採集例
ウスオビコキノコムシ Pseudotnphyuus leωisia-

nus (WOLLASTON) は四国と 州に分布するとされ
ている (黒澤他, l985) が, 筆者は本州の阿武隅山
地で採集したので報告する.

l 頭, 福島県いわき市四時川林道, 9. XI i997.
広葉樹の根元の洞に生えたキノコにとまってい
た.  キノコは多孔菌科やタバコウロコタケ科ではな
く,  キシメジ科のようないわゆるキノコ型のキノコ
であった.

参考文献

黒 良彦他, 1985. 原色日本甲 図鑑 (Il l), 保育社.
(東京都足立区, 木元達之助 )

0コクロオバポタルの採集例
コク ロオバポタル Lucidina okadai NAKANE et

OHBAYAsH1は多くない種のようであるが, 者は

埼玉県産の標本を検する機会に意まれたので報告す
る.

1 頭, 埼玉県越谷市東町,  l l. Vm.1994, 速藤千
秋採集.
採集地は用水路や溜め池のある水田で, 雑草のス
ゥィー ピングによって採集された.
末筆ながら, 標本を恵与下さった速藤千秋氏, 同
定して下さった松田 潔氏に厚くお礼申し上げる.

(東京都足立区, 木元達之助)

0ヒゲプトコメツキも離ねる
ヒゲブトコメッキ科(Throscidae) は,  コメッキ
ダマシ科(Eucnemidae), コメッキムシ科(Elateri-
dae) などに近縁であるが, これらの科の甲虫のよう
に “跳ねる” 観察例はないものと思われる.
者は,  ヒゲブトコメッキ科の1 種 (Tr i:mgus

sp) が “跳ねる” のを観察したので報告しておきた
い.
1995 年7 月7 日,  三重県久居市射場町の自宅灯
火にTrixagus sp. が l 頭飛来した. 机上を歩行する
同個体をみつけて, ちょうど手に持っていた鉛筆の
先でいたずらにそれをひっくり返した. すると同個
体はしばらくせわしなく足を動かしていたが, やが
て足やアンテナを縮めて静止した.  5 秒程そのまま
の姿勢で静止していたが,  いきなり跳ね返り, 腹面
から着地して足早に歩きだした. 数回同じ実験を繰
り返し, 同様の結果を得た. そして跳ね返るときは
コメッキムシやコメッキダマシと同様に胸部を屈曲

させて地面 (机) を打ちつけることがわかった.
佐々 治寛之先生にこのことをお話ししたところ,
体の構造上, 当然跳ね返ることはできるであろうと
の御教示をいただいた.
文末ながら御教示をいただいた佐々 治先生と, 本
種を同定していただいた平野幸彦氏に感謝したい.

(三重県久居市, 秋田勝己)
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0ホソキボシアオゴミムシを大隅半島で採集
ホソキポシアオゴミムシ Chlaemus rufif iemora-

tus MAcLEAY は横幅の狭い特異な体形をしたァオ
ゴミムシで, 屋久島から与那国島にかけての南西諸
島と, 台湾からインドにかけてのアジア東南部に分
布する (笠原,  1984). 従来本種の日本本土からの
採集記録はなかったようであるが, 筆者は本種を大
隅半島で採集したので記録しておきたい.

l f ,  鹿児島県肝属郡内之浦町大浦 (山添林道入
口), 3. V. 1997, 筆者採集・ 保管.
大浦川 (左支川) の標高150mの渡河点で, 橋の
橋台ぎわのススキを叩き網して採集した. 本種がス
スキの叩き網で得られることは笠原(1980) が既に
報告している. 本種と似た体形をしているクロモン
ヒラナガゴミムシ exagom'a加sigms BATES もス
スキの叩き網で得られることから, 偶然採れたので
はない (おそらく,  ススキの葉のつけ根に隠れる習
性がある) と思い, 周辺のススキを全て叩き綱して
みたが, 追加個体は得られなかった. なお, 周辺の
植生は常緑広葉樹原生林の伐採跡で, 放置された二
次林と杉の植林が半々 程度に混在していた.

末 ながら, 現地調査にあたりお世話になった船
間 忍氏に心からお礼申しあげる.

参考文献

等_原須磨生, 1980. ススキの歩行虫2 種. 甲虫ニュース,
(52): 6
- , 1984. いわゆる 'チュウジョウアオゴミムシ'
について. 甲虫一ユース, (65):5-7.

(埼玉県浦和市, 芳資 基)
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